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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込口および吹出口が形成され、内部にファンが収容された筐体と、
　前記筐体に設けられ、該吹出口から吹き出される空気の向きを調整するベーンと、を備
えた空気調和機において、
　前記ベーンは、その長手方向の中間部が少なくとも１つの支持軸構造によって回転自在
に前記筐体に取り付けられ、
　前記支持軸構造は、軸回転部と、中間支持軸体と、中間支持軸体取付部とを有し、
　前記軸回転部は、
　軸受部と、
　前記軸受部と前記筐体とを繋ぐアーム部と、を備え、
　前記中間支持軸体は、
　前記ベーン長手方向に延びる複数の平行なベース板と、
　これらベース板の間を繋ぐ基台と、
　前記基台の一端に形成されて前記軸受部に挿入できる軸と、
　前記基台の前記軸がある側と反対側の端部から軸線方向に延出し末端側が下方へ傾斜し
ている爪と、
　前記爪を囲むように設けられ、側面に切欠きを有するガード部と、を備え、
　前記中間支持軸体取付部は、
　前記ベーンの背面に設けられて、前記ベース板を前記軸線方向に案内するガイドと、
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　前記ベーンの背面の前記ガイドの周辺に設けられて、前記ガイドに案内される前記ベー
ス板を摺動自在に保持する保持部と、
　前記ガイドの一端側において前記ベーンの背面に設けられて、前記軸が差し込まれる軸
差込部と、
　前記ガイドの他端側において前記ベーンの背面に設けられて、前記軸差込部と対向する
係止突起と、を備え、
　前記爪は、
　前記ベーンが前記吹出口に取り付けられた状態において、前記軸線方向で対向する前記
係止突起と係合して前記軸受部と前記軸との嵌合状態を保持し、
　前記係合が解除される際には、上方向に移動させられて前記係止突起を乗り越えられる
ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記爪を囲む前記ガード部の前記側面の切欠きは、軸状工具の先端が挿入可能な大きさ
を有していることを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記爪を囲む前記ガード部の端面に、前記係止突起が通過できる大きさの切欠きをさら
に設けたことを特徴とする請求項１または２記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記ガード部は、前記基台における前記軸がある側とは反対側に位置する端部に、切欠
きによって枠状に一体形成されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記
載の空気調和機。
【請求項５】
　前記ベーンは、
　前吹出しベーンと、
　上吹出し前ベーンと、
　上吹出し後ベーンと、であることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の空
気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吹出口に、吹き出される空気の向きを調整するベーンが設けられた空気調和
機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、空気調和機は、吸込口および吹出口が形成され、内部にファンが収容された
筐体を備えており、筐体には、吹出口から吹出される空気の向きを調整するためのベーン
(風向板)が設けられている。従来の空気調和機では、一般ユーザーが素手で吹出口からベ
ーンを容易に取り外せるようになっていた。そのため、ベーンが取り外された状態で空気
調和機を運転させることがあり、その場合には、運転中に誤って筐体内部のファンに指を
接触させてしまうという可能性が存在していた。それを防止するため、一般ユーザーが素
手では吹出口からベーンを容易に取り外しできない機構とする必要があった。そのような
背景から、素手ではベーンを容易に取り外すことができないが、例えばドライバーなどの
一般的な軸状工具を用いることで、ベーンの取り外しができる空気調和機が提案されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この従来の空気調和機は、ベーンの中間部が支持軸構造によって回転自在に支持されて
いる。支持軸構造は、ベーンに取り付けられるベース板と、ベース板に突設された軸サポ
ート片と、軸サポート片に設けられた軸と、筐体に設けられ、軸を回転自在に支持する軸
受部と、ベーンに突設されてベース板を摺動できるように支持する爪部と、ベース板の両
側縁部に張り出すように突設された係止片と、ベーンに設けられたカバー部とを備えてい
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る。そして、係止片が爪部に接触することで、軸が抜け出ることを防止し、カバー部が軸
サポート片を覆うものであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－１０２９４９号公報（要約、図１、図４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の技術によれば、ベーンを取り外す作業において、支持軸構造のベー
ス板の両側縁部に張り出して形成されている係止部とベーン背面上に突設された各爪部と
の係合を、それぞれ解除する必要がある。この作業は、素手で行うことができないため、
素手で吹出口からベーンを容易には取り外せず、使用者が、意図せずにベーンが外れるこ
とを防止できた。
　しかしながら、工具を用いてベーンを取り外す際には、ベース板の両側縁部に軸の挿抜
方向に直交する方向に張り出している両係止部と両爪部との係合を解いて、中間支持軸体
を軸線に沿って軸を抜く方向へ摺動させる必要がある。そのため、両係止部と両爪部との
係合を、両側からそれぞれ工具を使用して同時に解除する（両爪部間の間隔を広げる）必
要があり、サービス業者にとってもベーンを取り外す際の作業性が悪かった。そのため、
メンテナンス性の改善が望まれていた。
【０００６】
　本発明は、前記のような課題を解決するためになされたもので、素手では吹出口からベ
ーンを容易に取り外せないが、一般的な軸状工具を用いることで、容易にベーンを取り外
すことができる空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る空気調和機は、吸込口および吹出口が形成され、内部にファンが収容され
た筐体と、筐体に設けられ、吹出口から吹き出される空気の向きを調整するベーンと、を
備えた空気調和機において、ベーンは、その長手方向の中間部が少なくとも１つの支持軸
構造によって回転自在に筐体に取り付けられ、支持軸構造は、軸回転部と、中間支持軸体
と、中間支持軸体取付部とを有し、軸回転部は、軸受部と、軸受部と筐体とを繋ぐアーム
部と、を備え、中間支持軸体は、ベーン長手方向に延びる複数の平行なベース板と、これ
らベース板の間を繋ぐ基台と、基台の一端に形成されて軸受部に挿入できる軸と、基台の
軸がある側と反対側の端部から軸線方向に延出し末端側が下方へ傾斜している爪と、爪を
囲むように設けられ、側面に切欠きを有するガード部と、を備え、中間支持軸体取付部は
、ベーンの背面に設けられて、ベース板を軸線方向に案内するガイドと、ベーンの背面の
ガイドの周辺に設けられて、ガイドに案内されるベース板を摺動自在に保持する保持部と
、ガイドの一端側においてベーンの背面に設けられて、軸が差し込まれる軸差込部と、ガ
イドの他端側においてベーンの背面に設けられて、軸差込部と対向する係止突起と、を備
え、爪は、ベーンが吹出口に取り付けられた状態において、軸線方向で対向する係止突起
と係合して軸受部と軸との嵌合状態を保持し、係合が解除される際には、上方向に移動さ
せられて係止突起を乗り越えられるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の空気調和機によれば、ベーンが吹出口に取り付けられた状態において、爪が軸
線方向で対向する係止突起と係合して軸受部と軸との嵌合状態を保持する。また、爪を囲
むように、側面に切欠きを有するガード部があるので、係合が解除される際には、素手で
は筐体からベーンを容易に取り外せないが、一般的な軸状工具を用いることで係合が解除
でき、容易にベーンを取り外すことができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る空気調和機の構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係る空気調和機の吹出口を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施形態に係る空気調和機のベーン保持機構を示す斜視図である。
【図４】本発明の実施形態に係る空気調和機の支持軸構造を示す斜視図である。
【図５】本発明の実施形態に係る空気調和機の中間支持軸体の構成を示すもので、（ａ）
は上方から見た斜視図、（ｂ）は下方から見た斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係る空気調和機の中間支持軸体の構成を示すもので、（ａ）
は図５（ａ）のＡ－Ａ矢視断面図、（ｂ）は図５（ａ）のＢ－Ｂ矢視断面図である。
【図７】本発明の実施形態に係る空気調和機の中間支持軸体取付部の構成を示す斜視図で
ある。
【図８】本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部を示す斜視図である。
【図９】本発明の実施形態に係る空気調和機の支持軸構造の要部を示すもので、（ａ）は
図４のＺ－Ｚ矢視断面図、（ｂ）は図４のＹ－Ｙ矢視断面図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部と組み付ける前の支持軸構造を
示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）のＳ－Ｓ矢視断面図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部と組み付けた状態の支持軸構造
を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）のＲ－Ｒ矢視断面図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部と軸連結する途中の状態の支持
軸構造を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）のＱ－Ｑ矢視断面図である。
【図１３】本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部と軸連結しかつ爪と係止突起と
が係合している状態の支持軸構造を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）の
Ｐ－Ｐ矢視断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１００の構成を示す斜視図であ
る。図２は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１００の吹出口１ｂを示す斜
視図である。本実施形態の空気調和機の室内機１００の筐体１には、図１のように下前面
部に吸込口１ａが設けられ、上面部に吹出口１ｂが設けられている。そして、筐体１の内
部には、ファンおよび熱交換器（図示せず）が収納されている。ファンが駆動すると、吸
込口１ａから筐体１内に空調空間の空気が吸い込まれる。この空気は、熱交換器を流れる
冷媒と熱交換して、予め設定された温度に調整され、吹出口１ｂから吹き出される。
【００１１】
　筐体１には、図１および図２のように吹き出される空気の方向を調整するベーン（風向
板）が設けられている。本実施形態では、矩形状板で構成される３つのベーン、すなわち
前吹出しベーン２、上吹出し前ベーン３、および上吹出し後ベーン４（以下、ベーン２、
ベーン３、およびベーン４と呼ぶ）が設けられている。これらベーン２、ベーン３、およ
びベーン４は、それぞれ長手方向の両端部に軸５が設けられている。これら軸５は、それ
ぞれに対応させて吹出口１ｂに設けた軸受部６に挿入され、回転自在に支持されている。
ベーン２、ベーン３、およびベーン４が、対応する軸５を中心に回転して、吹出口１ｂか
ら吹き出される空気の向きを上下方向に調整する。なお、ベーン４の長手方向の中間部に
設けられている支持軸構造２０については、図３で説明する。
【００１２】
　図３は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１００のベーン保持機構１０を
示す斜視図である。前述のベーン２、ベーン３、およびベーン４は、細長い形状の板（矩
形状板）であるために撓み易い。このため、室内機１００では、ベーン２、ベーン３、お
よびベーン４の長手方向の中間部を、図３のようにベーン保持機構１０の支持軸構造２０
によって回転自在に支持している。なお、本実施形態でいう「中間部」とは、ベーン２、
ベーン３、およびベーン４の長手方向における厳密な中間位置ではなく、ベーン２、ベー
ン３、およびベーン４の両端部の間を示すものとする。また、本実施形態では、ベーン２
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、ベーン３、およびベーン４のそれぞれの中間部の２箇所を支持軸構造２０で支持してい
るものとするが、支持軸構造２０で支持する箇所の個数は１箇所でもよく、また３箇所以
上としてもよい。支持軸構造２０は、いずれも同一の構造を有しているものである。
【００１３】
（支持軸構造の詳細）
　次に、本実施形態に係る空気調和機である室内機１００の支持軸構造２０の詳細につい
て説明する。なお、ベーン２、ベーン３、およびベーン４の中間部はいずれも同一構造の
支持軸構造２０で支持されているため、ここではベーン４の支持軸構造２０を例に挙げて
説明する。
【００１４】
　図４は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１００の支持軸構造２０を示す
斜視図である。図５は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１００の中間支持
軸体３０の構成を示すもので、（ａ）は上方から見た斜視図、（ｂ）は下方から見た斜視
図である。図６は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１００の中間支持軸体
３０の構成を示すもので、（ａ）は図５（ａ）のＡ－Ａ矢視断面図、（ｂ）は図５（ａ）
のＢ－Ｂ矢視断面図である。図７は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１０
０の中間支持軸体取付部４０の構成を示す斜視図である。図８は本発明の実施形態に係る
空気調和機である室内機１００の軸回転部５０を示す斜視図である。図９は本発明の実施
形態に係る空気調和機である室内機１００の支持軸構造２０の要部を示すもので、（ａ）
は図４のＺ－Ｚ矢視断面図、（ｂ）は図４のＹ－Ｙ矢視断面図である。
　図４のように支持軸構造２０は、中間支持軸体３０と、中間支持軸体取付部４０と、軸
回転部５０とを備えている。
【００１５】
　中間支持軸体３０は、左右のベース板３１とそれらを繋ぎ上方に突出する山形の基台３
２とを有する。また、中間支持軸体３０は、基台３２の一端に、段違い状に軸を形成する
ための軸サポート片３３が、基台３２に垂直に設けられており、この軸サポート片３３に
軸３４が形成されている。また、中間支持軸体３０には、左右のベース板３１のそれぞれ
の上面に、ストッパー３５が立設されている。
　また、中間支持軸体３０には、基台３２の軸３４がある側とは反対側に位置する端部に
切欠きによって枠状部が一体に形成され、かつ枠状部を含む基台３２の下方に空間が設け
られている。そして、この枠状部の前端側エッジの中央部から軸３４の軸線方向の後方に
向けて枠状部内で延出する爪３６が設けられ、爪３６の延出する末端側が下方の空間へ向
けて傾斜している。したがって、枠状部は、爪３６を囲むガード部３７として機能する。
そして、ガード部３７の両側面と端面には、それぞれ切欠き３８ａ，３８ｂ，３８ｃが設
けられている。この中間支持軸体３０は、中間支持軸体取付部４０に取り付けられる。
【００１６】
　中間支持軸体取付部４０は、図７のようにベーン４の背面に立設されてベーン幅方向で
対向する一対の保持部４１を有する。すなわち、保持部４１は、図４のように中間支持軸
体３０がベーン４の背面部に取り付けられた際、ベース板３１の長手方向の両側縁部と対
向するように配置されている。また、中間支持軸体取付部４０には、両保持部４１の間に
配置されてベーン４の長手方向（軸３４の軸線方向）に平行に延びる一対のガイド４２が
設けられている。また、中間支持軸体取付部４０には、一対のガイド４２の一端側に、軸
差込部４３が設置されているとともに、一対のガイド４２の他端部の間に、軸差込部４３
に対向させて係止突起４４が設けられている。
【００１７】
　軸回転部５０は、図８、図４のように中間支持軸体３０の軸３４が挿入される軸受部５
１と、軸受部５１と筐体１とを繋ぐアーム部５２とを有する。軸回転部５０は、中間支持
軸体３０を介してベーン４を回転自在に支持するものである。
【００１８】
　図９（ａ）のように、中間支持軸体取付部４０は、保持部４１とベーン４の背面との間
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にベース板３１を挟み込み、中間支持軸体３０を支持する。
【００１９】
　図４のように中間支持軸体３０が中間支持軸体取付部４０に取り付けられた際、中間支
持軸体３０は、先端側の軸サポート片３３が中間支持軸体取付部４０の軸差込部４３に突
き当たり、また図９（ｂ）のように基台３２から延びて下方へと傾斜した後端側の爪３６
が係止突起４４に突き当たるので、長手方向に摺動できない。また、その際、爪３６と係
止突起４４との接触部は、ガード部３７にて覆われている。ガード部３７の長手方向の側
面部には切欠き３８ａ，３８ｂが設けられているので、側面から見ると、爪３６と係止突
起４４との接触部が確認できる。この切欠き３８ａ，３８ｂすなわちガード部３７とベー
ン４の背面との隙間は、マイナスドライバーのような一般的な軸状工具を差し込むことが
できる大きさである。また、切欠き３８ｃで形成される隙間は、係止突起４４が通過でき
る大きさである。
【００２０】
（ベーンの取り付けおよび取り外し方法）
　次に、ベーンの取り付けおよび取り外しの手順について図１０～図１３を用いて説明す
る。
　図１０は本発明の実施形態に係る空気調和機である室内機１００の軸回転部５０と組み
付ける前の支持軸構造２０を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）のＳ－Ｓ
矢視断面図である。図１１は本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部５０と組み付
けた状態の支持軸構造２０を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）のＲ－Ｒ
矢視断面図である。図１２は本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部５０と軸連結
する途中の状態の支持軸構造２０を示すもので、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）の
Ｑ－Ｑ矢視断面図である。図１３は本発明の実施形態に係る空気調和機の軸回転部５０と
軸連結しかつ爪３６と係止突起４４とが係合している状態の支持軸構造２０を示すもので
、（ａ）は平面図、（ｂ）はこの（ａ）のＰ－Ｐ矢視断面図である。
　前記のように構成された室内機１００においては、ベーン２、ベーン３、およびベーン
４の取り付け、取り外しが行われる。なお、ベーン２、ベーン３、およびベーン４の取り
付け、取り外し方法は、同様であるため、ここではベーン４の場合を例に挙げて説明する
。
【００２１】
（ベーンの取り付け方法）
　ベーン４を取り付けるには、始めに、図１０（ａ）のように、中間支持軸体３０をスト
ッパー３５と保持部４１が接触する位置までガイド４２に沿って摺動させる。このとき、
図１０（ｂ）のように、爪３６は係止突起４４を乗り越えた位置にある。次に、ベーン４
を移動させ、図１１（ａ）（ｂ）のように、軸回転部５０が軸差込部４３の真横の位置に
くるようにする。続いて、図１２（ａ）のように、中間支持軸体３０を軸３４が軸差込部
４３から軸回転部５０の軸受部５１に挿入される方向(図１２では左方向)へと摺動させ、
軸３４を軸回転部５０の軸受部５１に挿入させる。このとき、図１２（ｂ）のように、爪
３６は、係止突起４４を乗り越え、図９、および図１３（ａ）（ｂ）のように、爪３６と
係止突起４４とが軸３４の軸線方向で対向するように接触する。また、先端側の軸サポー
ト片３３が中間支持軸体取付部４０の軸差込部４３に突き当たる。このため、中間支持軸
体３０は摺動できなくなる。このとき、爪３６と係止突起４４の接触部は、ガード部３７
の内側に位置する。以上の流れでベーン４は、筐体１に取り付けられる。
【００２２】
（ベーンの取り外し方法）
　ベーン４を取り外すには、ベーン４を取り付け方法と逆の流れをとる。つまり、中間支
持軸体３０を軸３４が軸回転部５０の軸受部５１に挿入される方向とは逆向きに摺動させ
る。その際、爪３６を、上方に押し上げ、中間支持軸体取付部４０の係止突起４４を乗り
越えさせる必要がある。しかし、ベーン４が吹出口１ｂに取り付けられている状態では、
爪３６と係止突起４４との接触部がガード部３７にて覆われていて、爪３６がガード部３
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合を解除することはできない。したがって、素手では吹出口１ｂからベーン４を取り外す
ことはできない。
【００２３】
　そこで、支持軸構造２０では、マイナスドライバーのような一般的な軸状工具を用いて
、爪３６と係止突起４４の係合を容易に解除することができるようにしている。つまり、
室内機１００は、マイナスドライバーのような一般的な軸状工具を用いて、ベーン４を容
易に取り外すことができる。例えば、マイナスドライバーをガード部３７の切欠き３８ａ
又は３８ｂに挿入し、爪２６を押し上げ（図１２の状態）、その状態で中間支持軸体３０
を後方へ摺動させ、係止突起４４を乗り越えさせる。爪２６が係止突起４４を乗り越えれ
ば、中間支持軸体３０を軸３４が挿入される方向とは逆方向にスムースに摺動させること
ができるようになり、軸３４を軸回転部５０の軸受部５１から抜き出すことができる（図
１１の状態）。したがって、サービス業者が室内機１００のメンテナンスを行う場合、マ
イナスドライバー等の一般的な軸状工具を用いて、ベーン４を容易に吹出口１ｂから取り
外すことができる（つまり、メンテナンスにおける作業性が良い）。
【００２４】
　以上のように構成された室内機１００においては、素手では吹出口１ｂからベーン２、
ベーン３、およびベーン４を容易に取り外すことはできないが、一般的な軸状工具を用い
ることで、容易にベーン２、ベーン３、およびベーン４を取り外すことができる室内機１
００を得ることができる。その際、切欠き３８ａまたは切欠き３８ｂから挿入された軸状
工具によって爪３６が上方向に移動させられて係止突起４４を乗り越えることができると
ともに、爪３６が設けられている基台３２はガイド４２に案内されるベース板３１が保持
部４１によって保持されているので、軸３４と軸受部５１との芯ズレが起こらず、芯ズレ
を考慮する必要がなく、作業性が向上する。そのため、一般ユーザーが誤ってベーンを外
してしまうことがなく、サービス業者がメンテナンス時に作業性良くベーンの取り外しを
行うことができる。
【００２５】
　なお、前述の実施形態では、本発明を室内機と室外機とを有するセパレートタイプの空
気調和機に用いたものを例に挙げて説明したが、これに限るものでなく、一体型の空気調
和機にも本発明を適用できることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００２６】
　１　筐体、１ａ　吸込口、１ｂ　吹出口、２　前吹出しベーン、３　上吹出し前ベーン
、４　上吹出し後ベーン、５　軸、６　軸受部、１０　ベーン保持機構、２０　支持軸構
造、３０　中間支持軸体、３１　ベース板、３２　基台、３３　軸サポート片、３４　軸
、３５　ストッパー、３６　爪、３７　ガード部、３８ａ，３８ｂ，３８ｃ　切欠き、４
０　中間支持軸体取付部、４１　保持部、４２　ガイド、４３　軸差込部、４４　係止突
起、５０　軸回転部、５１　軸受部、５２　アーム部、１００　室内機。
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